
令和５年度第３回学校運営協議会議事録 

 

さいたま市立美園中学校  

 

１ 日時・場所 ［日時］令和６年２月１６日（金）１０：００～１１：３０ 

［場所］さいたま市立美園中学校 会議室 

 

２ 出席 副会長 飯塚美知瑠  （美園中学校ＰＴＡ会長） 

     委 員 溝口 誠   （美園中学校スマイルチャレンジ実行委員） 

三枝 義雄  （美園地区自治会連合会副会長） 

高力 正男  （美園地区社会福祉協議会副会長） 

佐藤 久子  （民生児童委員美園地区会副会長） 

菅野 辰之  （美園公民館長） 

佐藤 利春  （美園北小学校校長） 

小田切 倫子 （美園中学校校長） 

     青木 進吾  （美園中学校教頭） 

清野 耕平  （美園中学校教務主任） 

松澤 孝   （美園中学校地域連携コーディネーター） 

 

欠席 会 長 岩田 俊   （美園中学校ＰＴＡ顧問） 

委 員 石川 聡   （大門小学校校長） 

保坂 篤司  （野田小学校校長） 

   

３ 次第  

  （１） 挨拶 

  （２） 開会宣言 

  （３） 新規通学路について 

  （４） 学校運営等に関する評価 

  （５） 次年度の学校運営に関する基本的な方針について仮承認 

  （６） 本日のまとめ 

  （７） 諸連絡 

  （８） 閉会宣言 

 

 

 

 

 

 



４ 議事概要 

（３）新規通学路について 

①現状報告 

〇美園陸橋の利用についてのアンケート 

〇教育委員会による通学路合同点検 

     

    

   ②今後の見通し 

    ○生徒主体の交通安全啓発活動の実施 

     ・安全委員会による注意啓発活動 

     ・小学校への安全啓発活動 

    ○美園陸橋を利用するか否かのアンケート実施 

    ○令和 6年度より新規通学路として【美園陸橋】を指定する 

 

～ 質問・意見～ 

   なし 

 

（４）学校運営等に関する評価 

   ①今年度の振り返り 

    ・体育祭、合唱コンクール、校外学習、講演会、自然の教室 STEAMS TIME 

等１年間の生徒の活動を紹介 

 

②学校の運営状況についての評価報告 

    ・学校評価の結果について 

   ③学校自己評価システムシート 

    重点目標 

    〇学びの価値を見出し、生き生きと学習する生徒の育成 

    〇「安全・安心」への意識やスキルを高め、体制の強化 

    〇学校運営協議会を軸とした、地域とともにある学校を推進 

〇明確な目標をもち、自己の資質向上をめざす教職員の育成 

    について、校長より本年度の取組に関する成果・次年度への課題と改善策 

を説明 

 

 

 

 

 

 



   ④学校運営協議会による評価 

主な意見 

〇学びの価値を見出し、活き活きと学習する生徒を育成する 

      ・STEAMS TIMEの取組はすごくよいと思っていますので、保護者にも、

もっと理解していただけるよう時間をかけて進めてほしい 

      ・STEAMS TIMEで３年間の系統性が充実していたので継続して進めてほ

しい 

    〇「安全・安心」への意識やスキルを高め、体制を強化する 

      ・通学路の新規見直しだけでなく、小学校に対しても発信するなど、地

域を取り入れた安全・安心への体制強化が素晴らしい 

      ・教育相談に関わる面談の回数とその後の関わり方が丁寧 

 

    〇学校運営協議会を軸とした、地域とともにある学校を推進する 

      ・地域の協力のもと、新規通学路を開拓できたことは画期的で素晴ら

しい 

      ・学校のことを知ってもらう機会を増やしてほしい 

      ・学校ホームページを積極的に利用してほしい 

 

    〇明確な目標をもち、自己の資質向上を目指す教職員を育成する 

      ・先生方日々努力している姿が見られている 

      ・生徒一人ひとりに目を向けた新しい学習スタイルの確立にむけて頑 

張ってほしい 

 

（５）次年度の学校運営に関する基本的な方針について仮承認 

   〇次年度の学校運営評議会のテーマ等について 

    今年度に引き続き「安全・安心」を中心において教育活動を展開していくこ 

とについて校長より説明 

    

    ＜仮承認＞ 

     承認多数。仮承認を得る。 

 

事務連絡 

  ・卒業式の案内 

・３月１２日 ３年生 STEAMS TIMEによる販売会の案内 

  ・学校システムシートの評価の共有 

 

 


